
平成２８年３月３１日 

   令和７年１月８日 

 

 

 

「スポまち！表彰 2024」受賞自治体の表彰式典を開催します！ 

 

 

１．受賞自治体  

20自治体（別紙２参照）  

 

２．表彰式典の概要  

日   時：令和７年 1 月 23 日（木） 13：00～16：05 

 

場   所：三田共用会議所 （〒108-0073 東京都港区三田２丁目１−８）  

 

出 席 者：スポーツ庁長官 室伏広治、受賞自治体 

 

特別ゲスト：増田 明美 氏（スポーツジャーナリスト、大阪芸術大学教授） 

 

基調講演ゲスト：安永 淳一 氏 

（沖縄バスケットボール株式会社取締役兼ゼネラルマネージャー） 

 

○ スポーツ庁では、スポーツを活用した「地方創生」「まちづくり」に積極的に取り

組もうとする自治体のアイデアを表彰し、全国に広く知っていただくための「スポま

ち！表彰」を令和３年に創設し、毎年表彰を実施しています。（別紙１参照） 

 

〇 今年度は９月 11 日（水）から取組計画の募集を開始。全国の自治体から熱意あふれ

るアイデアが集結し、審査の上、受賞される 20 の自治体を決定しました。 

 

〇 今年で４回目となる今年度は、受賞自治体の中から特色ある取組計画の自治体に対

し特別賞を授与することとし、長官特別賞は高知県、ゲスト特別賞は沖縄県石垣市

を選定しました。 

 

〇 1 月 23 日に、下記のとおり、表彰式典を開催することをお知らせします。 

スポーツ庁  



   

スポーツ庁長官 

室伏 広治 

スポーツジャーナリスト 

大阪芸術大学教授 

増田 明美 氏 

沖縄バスケットボール株式会社取締役 

兼ゼネラルマネージャー 

安永 淳一 氏 

内 容：「別紙 4」プログラムをご参照ください。  

 

３．取材について  

・取材を希望される場合は、令和７年１月 20日（月）17:00までに、sseisaku@mext.go.jp

へ電子メールにて、「スポまち表彰 2024 取材希望」と明記の上、  

（1） 氏名（2）所属（3）連絡先（電話番号、メールアドレス）（4）取材方法（取材者

数、ペン/スチール/ムービーの区分）をお知らせください。 

 

・事前に取材申込をされていない場合は、取材をお断りする場合があります。  

 

・取材にあたっては腕章を携帯していただくとともに、現地担当者の指示に必ず従ってい

ただきますよう、お願いいたします。 

 

・当日、11 時 45 分から地下 1階にて受付を行います。地下出入口からご入場ください。 

メディアブリーフィングは、12時 40分から開催します。  

 

・カメラ撮影（ムービー）の位置は先着順となりますのでご了承ください。   

 

・駐車場ご利用の際は事前に登録が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

<担当> 

〇式典に関すること 

スポーツ庁参事官（地域振興担当）付 

スポーツ地域振興調査官 塚田（内 3930） 

藤田・山田・作田（内 3931・3932） 

〇取材に関すること 

スポーツ庁政策課 

広報戦略専門官 本松（内線 3937） 

足立（内線 2709） 

〇電話：03－5253－4111（代表） 



「スポーツ・健康まちづくり」優良自治体表彰制度 （通称：スポまち！表彰）

東京 2020 大会のレガシーとして、全国を先導する「スポーツ・健康まちづくり」に、今後
取り組もうとしている自治体のアイデアを表彰するとともに、自治体のアイデアを積極的に
広く全国へアピールし、スポーツを活用した特色あるまちづくりの全国展開を推進。

「スポーツを活用した「まちづくり」に取り組もうとしており、
持続的な取組が確保できる体制が整っている自治体」のアイデアを表彰します！

別紙1



別紙2

№ 自治体名 タイトル 備考

1 北海道東川町 スポーツとコンディショニングを通じた健康なまちづくり

2 宮城県女川町 ３歳から取り組む運動習慣づくりプロジェクト ～ONAGAWAモデル～

3 山形県上山市 “心と体がうるおうまち”づくりクアオルトかみのやま

4 茨城県笠間市 「アーバンスポーツのまち かさま」の新たな挑戦～KASAMA Breakin‘ Project～

5 茨城県ひたちなか市 スポーツでひとが咲くまち。ひたちなか ～ホームタウンスポーツチームと共に～

6 茨城県鹿嶋市 プロフットゴルフクラブと連携したスポーツ推進プロジェクト

7 茨城県境町
０（ゼロ）からのスタート「公式ホッケータウン茨城県境町」が取り組む“地域おこし協力隊”を活
用した持続可能な「スポーツを核としたまちづくり」
～Well-beingの実現とスポーツ移住による人口増への転換～

8 埼玉県久喜市 同じチームに所属することで健常者と障がい者の交流を！久喜市版ユニファイドスポーツ推進プ
ロジェクト

9 静岡県三島市 「スポーツと健幸」 ひと、まち、産業のウェルビーイング プロジェクト

10 静岡県御殿場市 「モルックの聖地」 御殿場で！あつまり、つながり、笑顔を育む！

11 滋賀県長浜市 国スポ開催を契機とした「スポーツのまちNAGAHAMA」プロジェクト

12 和歌山県田辺市 合気道の開祖 植芝盛平翁の顕彰事業によるまちづくり

13 和歌山県上富田町 上富田スポーツセンターを軸としたスポーツツーリズム・スポーツDXソリューションによる地域活性化

14 高知県 “南国土佐の情熱が舞う”よさこい発祥の地・高知によるダンスを活用した地域の活性化 長官特別賞

15 高知県黒潮町 黒潮町スポーツを核にしたまちの賑わい創出事業

16 福岡県筑後市 若鷹のまちスポーツ・健康まちづくりプロジェクト

17 宮崎県都城市 SPORT IN LIFE 幸せスポーツ都城 ～スポーツで築く地域活力～

18 鹿児島県大崎町 『結のまち大崎町』が生むスポーツを通じたサポートしあうまちづくり ～交流と共創のお結びサイク
ル～

19 沖縄県石垣市
『アルバイト×合宿×スポーツDX＝無限大∞』
～ スポーツ合宿を通じた産業を支える働き手の確保・地域交流を通じた関係人口の拡大【石
垣島を第二の故郷に】 ～

ゲスト特別賞

20 沖縄県読谷村 スポーツ×よみたん ふるさとづくりプロジェクト

「スポまち！表彰2024」受賞自治体一覧



「スポまち！長官2024」受賞自治体取組紹介

別紙3
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1 北海道東川町

雪国特有の積雪による冬季の孤立や運動不足の解消の課題解決

に向け、民間企業と連携し、専門的な知見を取り入れ、地域住民の

ライフパフォーマンスの向上に取り組もうとしている。

ライフパフォーマ

ンス

コンディショニン

グ

日本一健康な

まちづくり
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 宮城県女川町

民間企業やスポーツ団体が保有するスポーツ施設を有効活用し、地

元の保育所・小学校と連携し幼児や小学生に継続的な運動機会を

創出しようとしている。

非認知能力向

上

子どもたちの運

動習慣定着
体力向上 〇 〇 〇

3 山形県上山市

地域資源である「森林」を活かしたクアオルト（健康保養地）を核と

して、市民の健康課題の解決や健康経営支援として企業等を受け

入れるなど、交流人口拡大を目指そうとしている。

“心と体がうるお

うまち” クアオル

トかみのやま

市民の健康増

進

交流・関係人

口拡大
〇 〇 〇 クアオルト

4 茨城県笠間市

ブレイキンの体験機会を市民に提供するとともに、体験会で興味を

持った子どもたちがスクールに通えるように受け皿の環境を整え、持続

可能な取組を推進しようとしている。

ブレイキン（ブ

レイクダンス）
大会誘致

スポーツコミッ

ション
〇 〇

5 茨城県ひたちなか市

市内におけるスポーツ裾野が縮小している現状を認識し、課題解決

に向けて、地元スポーツチームや大会など、インナー、アウター双方にバ

ランスよく地域のスポーツ資源を活用しようとしている。

ホームタウンプ

ロ・実業団ス

ポーツチーム

スポーツの裾野

拡大

まちの賑わい創

出
〇 〇 〇 〇

6 茨城県鹿嶋市

地元のプロスポーツチームと連携し、老若男女誰もが楽しめる「フットゴ

ルフ」を核として、地域コミュニティの形成を図るとともに、市民の運動

実施率向上に積極的に取り組もうとしている。

新たなコミュニ

ティの形成

ニュースポーツの

普及
健康推進事業 〇 〇 〇 〇

7 茨城県境町

国際レベルのホッケー場の整備やオリンピアンを地域おこし協力隊とし

て招き入れるなどオリパラレガシーを継承し、ホッケーを通した国際交

流や住民の健康増進を図り、Well-beingの実現とスポーツを目的と

した移住による人口増を推進しようとしている。

ホストタウン
地域おこし協力

隊

移住定住の促

進
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 埼玉県久喜市

地元在住のパラアスリートとの交流やスペシャルオリンピックス日本・埼

玉、地元の高校と連携した取組体制を確保し、知的障害のある人と

ない人がともに、スポーツを楽しむことができる「ユニファイドスポーツ」を

推進しようとしている。

ユニファイドス

ポーツ

高校生との連

携

プロチームや企

業との連携
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

障がい者と健

常者が一緒の

チームで競技

する

9 静岡県三島市

複数のプロスポーツチームや地元企業、大学等の地域資源をフルに

活用し、スポーツによる交流人口の拡大やシビックプライドの醸成に繋

げ、「スポーツ健幸都市」の実現に向けて取り組もうとしている。

「スポーツ健幸

都市 みしま」

プロスポーツチー

ムとの連携
共創の取組 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 静岡県御殿場市

市内にモルック協会公認の団体があることと、モルックの世界大会で活

躍している選手の出身地であることを地域資源と捉え、モルックの聖

地として、インナー・アウター双方の取組を推進しようとしている。

市民ひとり１ス

ポーツ

世代・地域間を

越えた交流

シビックプライド

～市民によるま

ちづくり～

〇 〇 〇 〇 〇 〇

№ 自治体名 評価ポイント 取組計画キーワード

取組計画における地域のスポーツ資源
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11 滋賀県長浜市

2025年開催の国スポ・障スポを契機として、びわ湖や自然環境の地

域資源を活かした取組を総合的に推進しようとしており、大会レガ

シーを継承し更なる地域活性化を図ろうとしている。

国スポレガシー

継承

大会・合宿誘

致

園・学校訪問

での競技体験

活動

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 和歌山県田辺市

合気道の開祖「植芝盛平」の生誕地を核とすることで、合気道の振

興と伝統の継承を図る取組を推進するとともに、武道ツーリズムの推

進よる交流人口の創出・拡大を図ろうとしている。

合気道開祖生

誕の地

交流人口・関

係人口

国際合気道大

会
〇 〇 〇

中学校武道授

業

13 和歌山県上富田町

DXの活用等によって地域のスポーツ施設の整備・充実を図るととも

に、それらを活用した合宿・大会の誘致を行うなど、インナーとアウター

を組み合わせた取組を効果的に推進しようとしている。

スポーツ観光
ウエルネスタウン

構想

健康寿命日本

一
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 高知県

高知県ならではのよさこいの文化を絡めた「ダンス」という独創性を活か

し、ダンスを通じたまちづくりを進める旗振り役として県が中心となり、イ

ンクルーシブなスポーツ活動の拡大に寄与しようとしている。

ダンス インクルーシブ
ICT 技術の活

用
〇 〇 〇 〇 〇

15 高知県黒潮町

黒潮町が抱える巨大地震・津波といった防災文化をまちの強みに変

え、スポーツ・防災・観光によるツーリズムを展開し、自然の二面性を

理解しながら、温暖な気候と豊かな自然の中でスポーツに親しむ機会

を提供しようとしている。

スポーツツーリズ

ム×防災ツーリ

ズム×観光アク

ティビティ

地域一体 賑わい創出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 福岡県筑後市

プロ野球チームのファーム本拠地という特徴的な地域資源を生かし、

同チームと地域包括連携協定を締結し、地元住民の健康増進や青

少年健全育成、観光振興・地域活性化といった多岐にわたる取組を

推進しようとしている。

プロ野球
する、見る、支

える
地域資源 〇

17 宮崎県都城市

2027年開催の国スポ・障スポを契機としたスポーツ推進の機運を一

過性のものとしないため、スポーツコミッションが核となり、大会終了後

のレガシーを見据えてアウター・インナー戦略を総合的に推進しようとし

ている。

スポーツコミッ

ション

地域経済の活

性化

スポーツ実施率

向上
〇 〇

18 鹿児島県大崎町

人口減少への対応策として地域コミュニティの創出、スポーツイベント

への主体的な参加を促すため若い世代へ競技者以外での参加を通

じて地域への愛着を育むというスポーツを「ささえる」視点からの取組を

推進しようとしている。

交流 共創 お結びサイクル 〇 〇 〇 〇 〇

19 沖縄県石垣市

地元側は働き手の確保、訪問者側は合宿費用の確保という双方の

課題解決に向け、「スポーツ×アルバイト」という新たな合宿誘致を行

い、石垣島ならではの関係人口の拡大を図ろうとしている。

アルバイト×合

宿
スポーツDX

スポーツコミッ

ション
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 沖縄県読谷村

安定した温暖な気候とスポーツキャンプに対応した受け入れノウハウを

活かし、地域の関連団体が一体となった組織体制のもと、スポーツ

ツーリズムの開発に取り組もうとしている。

スポーツキャンプ ふるさと
交流・関係人

口
〇

№ 自治体名 評価ポイント 取組キーワード

取組計画における地域のスポーツ資源

そ

の

他



スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰式典
プログラム

TIME LAP プログラム 内容

第一部

13:00～
13:05 5分 オープニング 主催者代表挨拶

スポーツ庁長官 室伏 広治

13:05～
14:11 66分 優良自治体表彰

優良自治体表彰（18自治体）

スポーツ庁審議官 橋場 健（プレゼンター）
増田 明美 様（インタビュアー）

14:11～
14:21 10分 ゲスト特別賞表彰

ゲスト特別賞発表（沖縄県石垣市）

スポーツ庁審議官 橋場 健（プレゼンター）
増田 明美 様（プレゼンター・インタビュアー）

14:21～
14:31 10分 長官特別賞表彰

長官特別賞発表（高知県）

スポーツ庁長官 室伏 広治 （プレゼンター）
増田 明美 様（インタビュアー）

14:31～
14:41 10分 フォトセッション

スポーツ庁長官 室伏 広治 
増田 明美 様
受賞自治体登壇者全員

14:41～
14:50 9分

ぶらさがり取材（休憩）

スポーツ庁長官 室伏 広治 
増田 明美 様

第二部

14:50～
15:35 45分 基調講演 沖縄バスケットボール株式会社取締役兼ゼネラルマネージャー

安永 淳一 様

15:35～
16:05 30分 スポーツ庁等からご案内
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会場概要

■ 会場

三田共用会議所
住所：〒108-0073 

 東京都港区三田２丁目１−８

■ アクセス

＜電車をご利用の場合＞
・JR「田町駅」（丸の内中央口）から徒歩約20分
・都営地下鉄 大江戸線「麻布十番駅」から徒歩7分

＜タクシーをご利用の場合＞
・JR「東京駅」（丸の内中央口・北口）から約15分
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会場レイアウト

会場レイアウト
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スクリーン

スクリーン

3.0m

記者席

後方観覧席の最後列はメディア用・収録用の
カメラ台スペースとして使用します。

後方観覧席
180席

2.0m

関係者席
30席

受賞者席
20席

2.0m
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